
書

評

庄
司
俊
作
著

『
格
差
・
貧
困
の
社
会
史
』

大

森

弘

喜

Ⅰ
現
今
の
コ
ロ
ナ
禍
は
我
々
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
が
、
本
書
の
テ
ー
マ
と
の
関
連
で
は
、
非
正
規
労
働
者
の
解
雇
と
貧

困
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
有
事
の
際
に
真
っ
先
に
犠
牲
に
な
る
の
は
、
い
つ
の
世
も
決
ま
っ
て
弱
者
で
あ
る
。
今
回
も
中
小
零
細
企

業
を
中
心
に
、
あ
る
い
は
業
種
で
云
う
な
ら
観
光
・
運
輸
業
や
飲
食
業
で
働
く
派
遣
社
員
、
非
正
規
職
員
が
職
を
失
い
つ
つ
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
け
ば
、
顕
在
・
潜
在
失
業
者
の
数
は
未
曽
有
の
規
模
に
な
る
だ
ろ
う
。
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
な
ら
、
法
的

な
保
護
の
埒
外
に
あ
る
こ
の
非
正
規
労
働
者
を
、
社
会
の
あ
る
べ
き
地
位
に
復
位
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

さ
て
、
本
書
は
我
が
国
の
労
働
者
が
、
大
正
末
か
ら
昭
和
五
〇
年
ま
で
の
時
代
に
、
社
会
的
に
ど
の
よ
う
な
待
遇
を
う
け
て
き
た

か
を
、
学
歴
と
の
関
連
で
跡
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
近
・
現
代
日
本
経
済
史
研
究
で
は
、
農
民
史
、
労
働
史
、
労
働
運
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動
史
は
豊
富
な
蓄
積
が
あ
る
が
、
一
つ
意
外
な
見
落
と
し
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
の
歴
史
研
究
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
真

正
面
か
ら
扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
目
を
付
け
た
の
は
本
書
の
特
長
だ
ろ
う
。
本
書
の
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

序
章

不
平
等
と
序
列
社
会
を
超
え
て

第
一
章

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
登
場
と
新
身
分
社
会

第
二
章

戦
争
と
格
差
・
貧
困

第
三
章

戦
後
民
主
主
義
と
高
度
経
済
成
長
の
格
差
・
貧
困

序
章
で
著
者
が
主
張
す
る
の
は
、「
歴
史
の
消
尽
点
」
と
し
て
の
高
度
経
済
成
長
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
歴
史
の
到
達
点
と
し
て
歴

史
を
ふ
り
か
え
る
『
管
制
塔
』」
が
「
歴
史
の
消
尽
点
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
高
度
経
済
成
長
な
の
だ
と
云
う
。
内
容
的
に
云
え
ば
、

日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
が
確
立
す
る
の
が
、
高
度
経
済
成
長
期
だ
と
い
う
こ
と
は
、
本
書
で
肯
定
的
に
語
ら
れ
る
内
容
で
、
私
も
首

肯
で
き
る
。
だ
が
、
コ
ト
バ
の
問
題
と
し
て
、「
消
尽
点
」
に
は
す
ご
い
違
和
感
を
覚
え
る
。『
広
辞
苑
』
で
も
『
大
辞
林
』
で
も
、

「
消
尽
」
は
「
す
っ
か
り
使
い
果
た
す
こ
と
、
消
耗
し
尽
く
す
こ
と
」
と
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
期
が
「
歴
史
の
消
尽
点
」
と
い
う

の
は
、
戦
前
か
ら
綿
々
と
続
い
た
格
差
構
造
が
、「
す
っ
か
り
消
耗
し
て
消
滅
し
た
」
と
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
表
現
は
、

著
者
の
同
僚
、
ド
イ
ツ
史
家
の
望
田
幸
男
氏
か
ら
の
借
用
ら
し
い
が
、
私
に
は
し
っ
く
り
こ
な
か
っ
た
。

ま
た
こ
の
章
の
末
尾
に
あ
る
「
欧
米
化
へ
の
流
れ
」
に
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
私
の
心
配
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
本
書
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
は
な
い
せ
い
か
、
な
ぜ
一
九
九
三
年
以
降
「
非
正
規
」
が
か
く
も
増
え
た
の
か
が
、
詳
し
く
追
究
さ
れ
て
い
な

い
。
誠
に
残
念
で
あ
る
。
こ
の
点
は
最
後
に
も
う
一
度
述
べ
た
い
。

Ⅱ
第
一
章
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
登
場
と
新
身
分
社
会
」
で
は
、
貧
困
・
格
差
の
今
昔
が
語
ら
れ
て
興
味
深
い
。
昭
和
初
期
一
九
三
〇

年
代
に
は
、
労
働
者
間
の
賃
銀
格
差
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
こ
と
が
、
王
子
製
紙
を
例
に
引
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
職
階
に
よ
る
格
差

だ
け
で
な
く
、
職
員
と
職
工
と
の
格
差
も
凡
そ
三
倍
と
大
き
か
っ
た
の
が
こ
の
時
代
の
特
徴
だ
っ
た
。
こ
こ
に
著
者
は
江
戸
時
代
か

ら
の
身
分
制
が
残
存
し
て
い
る
と
云
う
。
さ
ら
に
男
女
間
の
格
差
も
二
倍
程
度
と
大
き
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
登
場
す
る
の
は
昭
和
初
期
ら
し
い
こ
と
が
、
原
朗
氏
や
岩
瀬
彰
氏
の
仕
事
を
根
拠
に
語
ら
れ
る
。

原
朗
氏
の
「
階
級
構
成
の
新
推
計
」
で
は
、
一
九
三
〇
年
時
の
わ
が
国
の
就
業
人
口
は
二
九
六
二
万
人
、
う
ち
「
俸
給
生
活
者
」
が

一
五
一
万
人
、
割
合
は
五
・
一
％
で
あ
る
。
量
的
に
見
れ
ば
い
か
に
も
小
さ
い
が
、
著
者
は
、
そ
の
賃
銀
が
月
収
一
〇
〇
円
、
年
収

一
二
〇
〇
円
（
現
在
の
価
値
に
換
算
し
て
六
〇
〇
万
円
）
だ
っ
た
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
。
こ
の
程
度
の
収
入
が
あ
れ
ば
、
都
会
で

「
人
間
ら
し
い
生
活
」
が
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
価
値
観
を
つ
く
っ
た
と
い
う(1)。
こ
れ
だ
け
で
「
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
的
価
値
観
」
が
確
立
し
た
と
は
思
え
な
い
が
、
ひ
と
つ
の
目
標
に
は
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
著
者
は
次
い
で
、
前
田
一

氏
の
仕
事
に
依
拠
し
て(2)、
月
給
一
〇
〇
円
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
実
態
を
探
る
。
大
手
一
流
企
業
の
初
任
給
を
示
す
表
1
-ú
は
、
著
者

『格差・貧困の社会史』成城・経済研究 第 2ú2 号（2021 年 ú 月）

(1
)
著
者
は
、
原
朗
氏
の
「
階
級
構
成
の
新
推
計
」
論
文
に
あ
る
表
1
-2
を
、
こ
の
本
で
は
「
戦
間
期
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
表
記

で
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
原
著
者
に
失
礼
で
あ
る
し
、
こ
の
表
1
-2
（
著
者
は
「
図
表
」
と
一
括
に
表
現
す
る
が
、
図
と
表
は
区

別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
）
は
、
ま
さ
し
く
戦
間
期
の
階
級
構
成
全
体
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
け
を
示
す
も
の
で
は
な

い
。
な
お
、
岩
瀬
彰
氏
の
著
作
は
、『「
月
給
一
〇
〇
円
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
時
代
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
四
）
で
あ
る
。

(2
)
前
田
一
『
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
物
語
』（
東
洋
経
済
出
版
部

一
九
二
八
）

─201(112)──200(11ú)─



動
史
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落
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は
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冒
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述
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最
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べ
た
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が
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〇
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が
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。
こ
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の
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が
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ば
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が
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で
あ
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月
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円
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。
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の
云
う
学
校
歴
に
よ
る
格
差
を
如
実
に
示
し
て
興
味
深
い
。
旧
帝
大
を
頂
点
に
し
た
学
校
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
見
え
る
。
神
戸
高
商
や

早
稲
田
・
慶
応
大
学
は
帝
大
の
八
〇
％
、
地
方
高
商
や
中
央
大
学
な
ど
の
私
大
は
同
七
〇
％
、「
中
等
程
度
、
甲
種
商
業(ú)」
は
同
四

〇
％
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
学
校
歴
賃
銀
格
差
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
工
員
な
ど
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
も
あ
る
。

昭
和
の
初
め
、
エ
リ
ー
ト
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
る
た
め
の
条
件
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
一
流
の
大
学
を
出
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ

れ
を
著
者
は
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
費
用
対
効
果
」
と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
る
が
、
そ
の
頃
大
学
生
の
費
用
は
、
学
費
と
下
宿
代
な
ど

を
加
味
し
て
年
間
六
〇
〇
円
必
要
だ
っ
た
と
い
う
。
四
年
間
で
二
四
〇
〇
円
、
こ
れ
を
負
担
で
き
る
の
は
官
僚
な
ら
奏
任
官
ク
ラ
ス

以
上
、
農
家
で
は
一
〇
町
歩
以
上
の
大
地
主
に
限
ら
れ
た
。
普
通
の
一
〇
〇
円
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
無
理
で
あ
っ
た
し
、
農
民
に
は

夢
の
ま
た
夢
で
あ
っ
た
。
大
学
を
卒
業
し
て
一
流
の
企
業
に
勤
務
す
れ
ば
、
一
〇
年
も
す
れ
ば
役
職
に
つ
き
、「
中
流
階
級
」
の
仲

間
入
り
が
で
き
た
よ
う
だ
。
加
え
て
、
た
っ
ぷ
り
と
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ
れ
、
さ
ら
に
三
万
円
か
ら
五
万
円
の
退
職
慰
労
金
が
支
給

さ
れ
た
と
い
う
。
中
卒
の
場
合
、
二
五
年
勤
め
て
も
月
給
は
三
〇
〇
円
に
届
か
な
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
大
変
な
格
差
が
認
め
ら
れ

る
。
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
云
え
ば
、
四
年
間
で
二
四
〇
〇
円
の
投
資
で
、
生
涯
に
わ
た
り
、
そ
の
投
資
が
で
き
な
か
っ
た
人
の

数
十
倍
か
ら
数
百
倍
の
収
入
を
得
た
と
云
え
る
よ
う
だ
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
、
著
者
は
自
分
の
見
解
を
明
瞭
に
は
示
し
て
い
な

い
が
、
私
は
、
そ
れ
は
あ
る
程
度
経
済
合
理
性
が
あ
る
と
思
う
。
た
だ
問
題
は
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
違
い
過
ぎ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
親
が
高
級
官
僚
や
大
地
主
で
な
け
れ
ば
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
子
弟
が
大
学
進
学
で
き
な
い
と
し
た
ら
、
余
り
に
も
不
条
理
で

あ
り
、
ま
た
社
会
に
と
っ
て
も
、
有
能
な
人
間
を
有
効
利
用
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
大
き
な
損
失
で
も
あ
ろ
う
。
出
自
の
違
い
が
そ

の
後
の
人
生
を
決
定
づ
け
る
環
境
は
好
ま
し
く
な
い
。
戦
後
改
革
は
こ
の
制
度
的
障
碍
を
か
な
り
の
程
度
除
去
で
き
た
の
で
あ
り
、

私
は
戦
後
復
興
や
高
度
経
済
成
長
も
、
そ
の
賜
物
で
あ
る
と
思
う
。
も
う
一
つ
の
問
題
は
学
歴
に
よ
る
賃
銀
格
差
が
大
き
す
ぎ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
点
が
次
に
述
べ
ら
れ
る
。

エ
リ
ー
ト
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
対
極
に
あ
る
の
は
職
工
で
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
後
わ
が
国
の
重
工
業
化
の
進
展
で
、
職
工
は
か

な
り
増
加
し
た
が
、
そ
の
待
遇
は
劣
悪
だ
っ
た
。
日
立
製
作
所
を
例
に
と
れ
ば
、
職
工
の
賃
銀
は
職
員
の
そ
れ
の
二
分
の
一
か
ら
、

年
齢
と
共
に
差
が
拡
が
り
、
四
〇
歳
で
は
四
分
の
一
か
ら
六
分
の
一
で
あ
っ
た
。
し
か
も
工
場
へ
の
出
入
り
口
も
別
な
ど
、
露
骨
な

差
別
が
あ
っ
た
と
い
う
。
著
者
は
、
職
工
は
「
よ
そ
者
」
扱
い
だ
っ
た
と
い
う
。

も
う
一
つ
「
よ
そ
者
」
の
典
型
は
女
工
だ
っ
た
。
細
井
和
喜
蔵
の
妻
、
高
井
と
し
を
の
軌
跡
に
、
大
正
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て

の
日
本
の
女
性
労
働
者
の
悲
惨
さ
が
滲
み
出
て
い
る(4)。
彼
女
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
〇
歳
五
か
月
の
と
き
募
集
人
の
甘
言
に

乗
っ
て
あ
る
会
社
の
紡
績
女
工
に
な
る
が
、「
見
る
と
聞
く
と
は
大
違
い
」
で
、
実
際
に
は
給
料
か
ら
食
費
を
引
か
れ
る
と
、
手
許

に
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
転
職
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。
奈
良
県
、
岐
阜
県
、
名
古
屋
の
紡
績
会
社
、
さ
ら
に
東

京
に
出
て
深
川
や
亀
戸
の
モ
ス
リ
ン
工
場
に
勤
め
、
そ
こ
も
思
う
よ
う
に
稼
げ
な
い
の
で
カ
フ
ェ
の
女
給
に
な
る
。
細
井
和
喜
蔵
と

結
婚
し
子
ど
も
を
も
う
け
る
が
、
そ
の
子
が
亡
く
な
る
と
再
び
大
阪
に
戻
り
、
紡
績
工
場
に
勤
め
る
。
転
職
を
繰
り
返
す
の
は
賃
銀

が
余
り
に
も
安
く
食
っ
て
い
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
の
初
め
、
一
流
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
月
給
一
〇
〇
円
の
と
き
、
男
の

職
工
は
日
給
二
円
三
二
銭
、
紡
績
女
工
は
一
円
一
五
銭
（
丁
度
男
工
の
半
分
）、
製
糸
女
工
は
も
っ
と
安
く
九
三
銭
で
あ
っ
た
。
紡
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の
云
う
学
校
歴
に
よ
る
格
差
を
如
実
に
示
し
て
興
味
深
い
。
旧
帝
大
を
頂
点
に
し
た
学
校
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
見
え
る
。
神
戸
高
商
や

早
稲
田
・
慶
応
大
学
は
帝
大
の
八
〇
％
、
地
方
高
商
や
中
央
大
学
な
ど
の
私
大
は
同
七
〇
％
、「
中
等
程
度
、
甲
種
商
業(ú)」
は
同
四

〇
％
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
学
校
歴
賃
銀
格
差
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
工
員
な
ど
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
も
あ
る
。

昭
和
の
初
め
、
エ
リ
ー
ト
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
る
た
め
の
条
件
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
一
流
の
大
学
を
出
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ

れ
を
著
者
は
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
費
用
対
効
果
」
と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
る
が
、
そ
の
頃
大
学
生
の
費
用
は
、
学
費
と
下
宿
代
な
ど

を
加
味
し
て
年
間
六
〇
〇
円
必
要
だ
っ
た
と
い
う
。
四
年
間
で
二
四
〇
〇
円
、
こ
れ
を
負
担
で
き
る
の
は
官
僚
な
ら
奏
任
官
ク
ラ
ス

以
上
、
農
家
で
は
一
〇
町
歩
以
上
の
大
地
主
に
限
ら
れ
た
。
普
通
の
一
〇
〇
円
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
無
理
で
あ
っ
た
し
、
農
民
に
は

夢
の
ま
た
夢
で
あ
っ
た
。
大
学
を
卒
業
し
て
一
流
の
企
業
に
勤
務
す
れ
ば
、
一
〇
年
も
す
れ
ば
役
職
に
つ
き
、「
中
流
階
級
」
の
仲

間
入
り
が
で
き
た
よ
う
だ
。
加
え
て
、
た
っ
ぷ
り
と
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ
れ
、
さ
ら
に
三
万
円
か
ら
五
万
円
の
退
職
慰
労
金
が
支
給

さ
れ
た
と
い
う
。
中
卒
の
場
合
、
二
五
年
勤
め
て
も
月
給
は
三
〇
〇
円
に
届
か
な
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
大
変
な
格
差
が
認
め
ら
れ

る
。
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
云
え
ば
、
四
年
間
で
二
四
〇
〇
円
の
投
資
で
、
生
涯
に
わ
た
り
、
そ
の
投
資
が
で
き
な
か
っ
た
人
の

数
十
倍
か
ら
数
百
倍
の
収
入
を
得
た
と
云
え
る
よ
う
だ
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
、
著
者
は
自
分
の
見
解
を
明
瞭
に
は
示
し
て
い
な

い
が
、
私
は
、
そ
れ
は
あ
る
程
度
経
済
合
理
性
が
あ
る
と
思
う
。
た
だ
問
題
は
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
違
い
過
ぎ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
親
が
高
級
官
僚
や
大
地
主
で
な
け
れ
ば
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
子
弟
が
大
学
進
学
で
き
な
い
と
し
た
ら
、
余
り
に
も
不
条
理
で

あ
り
、
ま
た
社
会
に
と
っ
て
も
、
有
能
な
人
間
を
有
効
利
用
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
大
き
な
損
失
で
も
あ
ろ
う
。
出
自
の
違
い
が
そ

の
後
の
人
生
を
決
定
づ
け
る
環
境
は
好
ま
し
く
な
い
。
戦
後
改
革
は
こ
の
制
度
的
障
碍
を
か
な
り
の
程
度
除
去
で
き
た
の
で
あ
り
、

私
は
戦
後
復
興
や
高
度
経
済
成
長
も
、
そ
の
賜
物
で
あ
る
と
思
う
。
も
う
一
つ
の
問
題
は
学
歴
に
よ
る
賃
銀
格
差
が
大
き
す
ぎ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
点
が
次
に
述
べ
ら
れ
る
。

エ
リ
ー
ト
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
対
極
に
あ
る
の
は
職
工
で
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
後
わ
が
国
の
重
工
業
化
の
進
展
で
、
職
工
は
か

な
り
増
加
し
た
が
、
そ
の
待
遇
は
劣
悪
だ
っ
た
。
日
立
製
作
所
を
例
に
と
れ
ば
、
職
工
の
賃
銀
は
職
員
の
そ
れ
の
二
分
の
一
か
ら
、

年
齢
と
共
に
差
が
拡
が
り
、
四
〇
歳
で
は
四
分
の
一
か
ら
六
分
の
一
で
あ
っ
た
。
し
か
も
工
場
へ
の
出
入
り
口
も
別
な
ど
、
露
骨
な

差
別
が
あ
っ
た
と
い
う
。
著
者
は
、
職
工
は
「
よ
そ
者
」
扱
い
だ
っ
た
と
い
う
。

も
う
一
つ
「
よ
そ
者
」
の
典
型
は
女
工
だ
っ
た
。
細
井
和
喜
蔵
の
妻
、
高
井
と
し
を
の
軌
跡
に
、
大
正
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て

の
日
本
の
女
性
労
働
者
の
悲
惨
さ
が
滲
み
出
て
い
る(4)。
彼
女
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
〇
歳
五
か
月
の
と
き
募
集
人
の
甘
言
に

乗
っ
て
あ
る
会
社
の
紡
績
女
工
に
な
る
が
、「
見
る
と
聞
く
と
は
大
違
い
」
で
、
実
際
に
は
給
料
か
ら
食
費
を
引
か
れ
る
と
、
手
許

に
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
転
職
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。
奈
良
県
、
岐
阜
県
、
名
古
屋
の
紡
績
会
社
、
さ
ら
に
東

京
に
出
て
深
川
や
亀
戸
の
モ
ス
リ
ン
工
場
に
勤
め
、
そ
こ
も
思
う
よ
う
に
稼
げ
な
い
の
で
カ
フ
ェ
の
女
給
に
な
る
。
細
井
和
喜
蔵
と

結
婚
し
子
ど
も
を
も
う
け
る
が
、
そ
の
子
が
亡
く
な
る
と
再
び
大
阪
に
戻
り
、
紡
績
工
場
に
勤
め
る
。
転
職
を
繰
り
返
す
の
は
賃
銀

が
余
り
に
も
安
く
食
っ
て
い
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
の
初
め
、
一
流
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
月
給
一
〇
〇
円
の
と
き
、
男
の

職
工
は
日
給
二
円
三
二
銭
、
紡
績
女
工
は
一
円
一
五
銭
（
丁
度
男
工
の
半
分
）、
製
糸
女
工
は
も
っ
と
安
く
九
三
銭
で
あ
っ
た
。
紡
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績
女
工
、
高
井
と
し
を
の
賃
銀
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
賃
銀
の
ᷮ
か
三
・
五
％
で
し
か
な
い
。
女
工
の
悲
惨
な
運
命
は
、
製
糸
女
工

の
結
核
罹
患
と
死
亡
に
象
徴
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
長
い
労
働
時
間
、
埃
の
多
い
労
働
現
場
、
不
自
由
な
寄
宿
舎
生
活
と
低
栄
養
の
食

事
、
結
核
罹
患
に
よ
る
強
制
解
雇
と
実
家
へ
の
送
り
返
し
、
そ
こ
で
の
隔
離
生
活
と
絶
望
、
そ
し
て
死
。

職
工
と
女
工
の
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
境
遇
は
、
彼
ら
が
「
よ
そ
者
」
だ
っ
た
か
ら
だ
と
著
者
は
云
う
が(5)、
こ
の
呼
称
は
私
に
は
し

っ
く
り
こ
な
い
。
同
じ
日
本
人
な
の
に
劣
悪
な
労
働
条
件
を
お
し
つ
け
る
の
は
、
企
業
経
営
者
に
と
っ
て
は
、
職
工
や
女
工
は
奴
隷

や
農
奴
で
し
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。「
よ
そ
者
」
と
い
う
よ
り
「
使
い
捨
て
労
働
力
」
だ
っ
た
と
思
う
。
学
生
時
代
に
読
ん
だ

山
田
盛
太
郎
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
に
書
か
れ
て
い
た
「
イ
ン
ド
以
下
的
賃
銀
」
を
想
い
起
し
た
。

戦
前
日
本
の
こ
の
低
賃
銀
を
規
定
し
た
の
は
、
地
主
制
下
の
農
民
の
貧
困
で
あ
っ
た
。
五
〇
町
歩
以
上
の
大
地
主
は
一
一
千
人
、

地
主
の
六
〇
％
は
五
～
一
〇
町
歩
の
中
小
地
主
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
収
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
時
、
一
六
〇
町
歩
以
上
の
大

地
主
一
一
六
千
円
は
別
格
と
し
て
、
七
～
八
町
歩
の
中
小
地
主
で
三
～
四
千
円
だ
っ
た
と
い
う(6)。
他
方
、
農
民
の
そ
れ
は
自
作
農
四

〇
〇
円
、
自
小
作
農
三
五
〇
円
、
小
作
農
二
五
〇
円
だ
っ
た
。
農
民
の
経
営
規
模
は
小
さ
く
、
八
四
％
の
農
民
は
一
町
歩
以
下
、
う

ち
三
反
歩
未
満
が
二
〇
％
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
収
入
で
一
家
五
～
六
人
が
食
べ
て
ゆ
く
の
は
難
し
く
、
農
家
の
子
ど
も
た
ち
は
高

等
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
少
年
は
工
場
勤
め
や
商
家
な
ど
へ
の
奉
公
に
、
少
女
は
女
工
な
ど
に
出
て
稼
ぎ
家
に
送
金
し
た
。
農
家

の
大
人
た
ち
も
、
日
雇
や
馬
車
引
き
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
で
賃
銀
を
稼
い
だ
こ
と
が
、
岡
山
県
南
部
の
例
で
示
さ
れ
る
。
や
が

て
、
経
済
の
発
展
に
つ
れ
て
農
業
外
の
産
業
が
雇
用
を
作
り
出
す
。「
小
作
農
よ
り
も
人
力
車
夫
の
方
が
稼
げ
る
」
と
い
っ
た
状
況

が
現
れ
て
、「
農
業
が
不
利
化
」（
こ
の
表
現
も
私
に
は
な
じ
め
な
い
が
）
す
る
。
著
者
が
こ
こ
で
云
い
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
状
況

下
で
農
家
の
子
弟
が
上
級
学
校
へ
進
学
す
る
の
は
、
夢
の
ま
た
夢
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
「
お
し
ん
」
の
世
界

で
あ
る
。

Ⅲ
第
二
章
「
戦
争
と
格
差
・
貧
困
」
で
は
、
今
ま
で
の
常
識
と
違
っ
て
、
戦
時
下
に
は
戦
後
改
革
を
準
備
す
る
よ
う
な
動
き
が
あ
っ

た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
安
岡
章
太
郎
の
回
顧
談
を
引
い
て(7)、
都
市
に
は
中
産
層
が
形
成
さ
れ
て
窮
乏
化
す
る
農
村
と
際
立
っ
た
格
差

が
生
じ
た
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
農
村
部
で
も
、
昭
和
恐
慌
の
影
響
を
強
く
受
け
た
東
北
地
方
や
養
蚕
地
帯
の
長
野
・
群
馬
地
方

と
、
近
畿
・
東
海
地
方
と
で
は
だ
い
ぶ
ん
事
情
が
違
う
と
い
う
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
東
北
・
北
海
道
を
襲
っ
た
冷
害
に
よ

り
、
農
民
は
困
窮
し
、
多
く
の
若
者
が
出
稼
ぎ
に
出
る
一
方
、
娘
の
身
売
り
が
横
行
し
た
。
養
蚕
地
帯
の
長
野
・
群
馬
で
は
、
世
界

恐
慌
の
影
響
を
も
ろ
に
う
け
て
繭
価
格
が
六
〇
％
も
暴
落
し
た
の
で
、
こ
れ
に
依
存
し
て
い
た
農
家
は
困
窮
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

苦
境
を
、
あ
る
農
村
青
年
は
次
の
よ
う
に
記
し
た
。「
俺
達
農
民
は
全
日
本
八
千
万
の
民
を
養
っ
て
い
る
。
だ
の
に
俺
達
は
餓
え
て

『格差・貧困の社会史』成城・経済研究 第 2ú2 号（2021 年 ú 月）

(5
)
職
工
や
女
工
を
「
よ
そ
者
」
と
規
定
し
た
の
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
菅
山
真
次
『「
就
社
社
会
」
の
誕
生
』（
東
大
出
版
会
、
二
〇
一

一
）
で
あ
る
。

(6
)
著
者
は
一
つ
の
文
章
の
な
か
で
「
〇
・
三
町
歩
」
と
記
し
た
り
、「
八
反
歩
」
と
記
す
が
、
統
一
的
に
「
〇
・
三
町
歩
」
は
「
三
反
歩
」

と
記
す
の
が
、
読
者
に
は
親
切
だ
と
思
う
。
ま
た
、
若
い
読
者
に
は
、
旧
い
度
量
衡
を
現
代
の
そ
れ
に
換
算
し
て
表
記
す
る
の
が
親
切
で

は
な
か
ろ
う
か
。

(7
)
安
岡
章
太
郎
の
著
作
は
本
文
で
は
『
私
の
昭
和
史
』
だ
が
、
文
末
文
献
リ
ス
ト
で
は
正
し
く
『
僕
の
昭
和
史
』（
講
談
社
、
一
九
八
四
）

と
な
っ
て
い
る
。
細
部
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
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績
女
工
、
高
井
と
し
を
の
賃
銀
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
賃
銀
の
ᷮ
か
三
・
五
％
で
し
か
な
い
。
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ン
ド
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的
賃
銀
」
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〇
町
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人
、
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六
〇
％
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五
～
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〇
町
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中
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地
主
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あ
っ
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。
そ
の
年
収
は
、
一
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〇
（
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）
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、
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六
〇
町
歩
以
上
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大

地
主
一
一
六
千
円
は
別
格
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し
て
、
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八
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中
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地
主
で
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～
四
千
円
だ
っ
た
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い
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他
方
、
農
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の
そ
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作
農
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〇
円
、
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小
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三
五
〇
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二
五
〇
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農
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農
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町
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う

ち
三
反
歩
未
満
が
二
〇
％
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
収
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す
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岡
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れ
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よ
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い
る
の
だ
。
ひ
も
じ
い
。
コ
メ
の
飯
が
食
え
な
い
の
だ
。
麦
五
合
に
米
五
合
の
黒
い
飯
、
一
週
間
に
三
日
は
必
ず
オ
ミ
イ
（
米
と
麦

と
野
菜
を
混
ぜ
て
ド
ロ
ド
ロ
に
煮
た
も
の
）
を
食
う
。
…
…
こ
ん
な
矛
盾
し
た
世
の
中
を
誰
が
造
り
出
し
た
ん
だ
。」

他
方
、
近
畿
・
東
海
地
方
の
農
民
は
、
野
菜
や
果
樹
栽
培
、
酪
農
・
畜
産
な
ど
経
営
多
角
化
と
、
農
外
の
就
労
機
会
の
増
加
で
難

局
を
乗
り
切
れ
た
と
い
う
。

戦
時
下
に
お
い
て
も
、
都
市
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
恵
ま
れ
た
生
活
を
送
れ
る
だ
け
の
収
入
が
あ
っ
た
と
い
う
。
一
九
三
九
（
昭
和
一

四
）
年
か
ら
四
四
年
の
期
間
に
、
エ
リ
ー
ト
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
二
・
六
倍
の
収
入
増
、
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
二
・
四
倍
も

収
入
が
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
統
制
経
済
の
も
と
で
、
政
府
が
労
使
関
係
に
介
入
し
、
賃
銀
水
準
な
ど
を
指
導
監

督
す
る
よ
う
に
な
る
。
年
齢
と
勤
務
年
数
に
応
じ
た
年
功
賃
銀
制
が
、
大
企
業
に
定
着
し
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
否
定
的
に
捉
え
ら
れ

た
産
業
報
国
会
運
動
も
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
勤
労
者
を
「
人
格
的
主
体
」
と
し
て
認
め
る
転
機
と
な
っ
た
と
、
肯
定
的
に
捉
え
て
い

る
。賃

銀
が
増
え
て
生
活
が
楽
に
な
っ
た
の
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
工
場
労
働
者
や
農
民
も
こ
の
時
期
生
活
が
裕
に

な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
事
例
を
著
者
は
東
京
大
田
区
の
町
工
場
に
つ
い
て
見
る
。
折
か
ら
の
軍
需
で
、
こ
の
界
隈
に
は
機
械
・
金
属

加
工
の
町
工
場
が
蝟
集
し
、
労
働
者
も
五
～
六
倍
に
増
え
た
。
そ
し
て
そ
の
賃
銀
も
目
立
っ
て
改
善
さ
れ
た
。
普
通
の
労
働
者
が
月

収
一
五
〇
～
一
八
〇
円
、
熟
練
工
に
な
る
と
二
七
〇
円
に
も
な
っ
た
。
こ
れ
は
先
述
の
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
同
水
準
で
あ
り
、

小
学
校
の
教
員
や
区
の
職
員
よ
り
も
高
額
に
な
っ
た
の
で
、
彼
ら
か
ら
不
満
の
声
が
あ
が
っ
た
と
い
う
。
彼
ら
の
羽
振
り
の
良
さ
を

示
す
証
言
が
、
小
関
智
弘
『
大
森
界
隈
職
人
往
来
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
町
工
場
の
熟
練
工
た
ち

は
肩
で
風
を
切
っ
て
街
中
を
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
、
昼
日
中
か
ら
芸
者
を
工
場
に
連
れ
込
ん
で
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
を
し
た
、
工
場
近

辺
に
は
百
軒
も
の
料
理
屋
が
で
き
、
二
～
三
〇
〇
人
の
芸
者
が
い
た
と
い
う
。

他
方
、
農
民
の
経
済
状
態
も
改
善
さ
れ
た
と
い
う
。
著
者
は
岡
山
の
自
作
農
上
層
と
新
潟
の
小
作
農
を
紹
介
し
て
い
る
。
岡
山
の

自
作
農
は
田
を
一
町
歩
二
反
、
畑
一
反
二
畝
、
山
林
一
〇
町
歩
を
経
営
し
、
戦
前
の
一
〇
年
間
で
収
入
が
三
倍
増
に
な
り
、
か
な
り

の
蓄
積
が
で
き
た
。
他
方
、
新
潟
の
小
作
農
、
西
山
家
は
水
田
二
町
歩
一
反
を
地
主
か
ら
借
り
て
小
作
経
営
し
て
い
た
。
こ
れ
も
戦

前
の
一
〇
年
間
で
収
入
は
二
倍
半
に
な
り
、
仲
買
商
な
ど
の
稼
ぎ
も
あ
っ
て
、
そ
れ
な
り
の
蓄
え
が
で
き
た
よ
う
だ
と
い
う
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
家
の
跡
取
り
西
山
光
一
は
、
そ
の
日
記
の
な
か
で
「
小
作
農
民
の
惨
め
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
た
」
と
述
べ
て
い
る(8)。

私
は
こ
の
節
を
読
ん
で
だ
い
ぶ
ん
混
乱
し
た
。
岡
山
の
自
作
農
は
か
な
り
の
規
模
の
田
畑
を
経
営
し
、
山
林
か
ら
の
収
入
も
あ

り
、
ゆ
た
か
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
で
も
こ
れ
は
日
本
の
平
均
的
農
民
か
ら
は
程
遠
い
。
他
方
、
新
潟
の
西
山
家
は
、
典

型
的
な
小
作
農
と
み
て
よ
い
の
か
。
小
作
地
の
水
田
二
町
歩
一
反
は
、
平
均
よ
り
か
な
り
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
西
山
家
の
小
作

料
率
が
い
か
ほ
ど
に
な
る
の
か
、
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
西
山
光
一
の
云
う
「
小
作
農
の
惨
め
さ
」
が
い
ま
一
つ
ピ
ン
ト
来
な

い
。
前
述
し
た
が
、
農
民
の
八
四
％
は
一
町
歩
未
満
の
零
細
農
民
だ
と
い
う
が
、
こ
の
貧
農
層
も
ゆ
た
か
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

農
民
の
ゆ
た
か
さ
を
証
明
す
る
も
う
一
つ
の
事
例
は
、
淡
路
島
の
農
民
で
あ
る
。
大
内
力
「
村
に
て
─
農
村
現
地
報
告
」（
一
九

四
三
）
に
よ
れ
ば
淡
路
島
三
原
郡
の
農
民
は
、
自
然
条
件
に
も
地
理
的
条
件
に
も
恵
ま
れ
、
米
と
麦
、
後
に
は
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
、
乳

牛
飼
育
な
ど
で
利
益
を
上
げ
た
と
い
う
。
ど
こ
の
家
も
屋
根
瓦
が
本
葺
き
で
、
長
屋
門
を
も
つ
立
派
な
家
が
多
か
っ
た
と
い
う(9)。
次

に
、
こ
れ
も
農
民
の
ゆ
た
か
さ
を
示
す
事
例
か
、
千
葉
県
我
孫
子
の
農
民
が
紹
介
さ
れ
る(10)。
夫
は
兼
業
農
家
で
近
く
の
工
場
に
勤
め
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)
こ
れ
が
よ
く
引
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さ
れ
る
、
西
田
美
昭
・
久
保
保
夫
『
西
山
光
一
日
記
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
）
で
あ
る
。
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い
る
の
だ
。
ひ
も
じ
い
。
コ
メ
の
飯
が
食
え
な
い
の
だ
。
麦
五
合
に
米
五
合
の
黒
い
飯
、
一
週
間
に
三
日
は
必
ず
オ
ミ
イ
（
米
と
麦

と
野
菜
を
混
ぜ
て
ド
ロ
ド
ロ
に
煮
た
も
の
）
を
食
う
。
…
…
こ
ん
な
矛
盾
し
た
世
の
中
を
誰
が
造
り
出
し
た
ん
だ
。」

他
方
、
近
畿
・
東
海
地
方
の
農
民
は
、
野
菜
や
果
樹
栽
培
、
酪
農
・
畜
産
な
ど
経
営
多
角
化
と
、
農
外
の
就
労
機
会
の
増
加
で
難

局
を
乗
り
切
れ
た
と
い
う
。

戦
時
下
に
お
い
て
も
、
都
市
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
恵
ま
れ
た
生
活
を
送
れ
る
だ
け
の
収
入
が
あ
っ
た
と
い
う
。
一
九
三
九
（
昭
和
一

四
）
年
か
ら
四
四
年
の
期
間
に
、
エ
リ
ー
ト
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
二
・
六
倍
の
収
入
増
、
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
二
・
四
倍
も

収
入
が
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
統
制
経
済
の
も
と
で
、
政
府
が
労
使
関
係
に
介
入
し
、
賃
銀
水
準
な
ど
を
指
導
監

督
す
る
よ
う
に
な
る
。
年
齢
と
勤
務
年
数
に
応
じ
た
年
功
賃
銀
制
が
、
大
企
業
に
定
着
し
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
否
定
的
に
捉
え
ら
れ

た
産
業
報
国
会
運
動
も
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
勤
労
者
を
「
人
格
的
主
体
」
と
し
て
認
め
る
転
機
と
な
っ
た
と
、
肯
定
的
に
捉
え
て
い

る
。賃

銀
が
増
え
て
生
活
が
楽
に
な
っ
た
の
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
工
場
労
働
者
や
農
民
も
こ
の
時
期
生
活
が
裕
に

な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
事
例
を
著
者
は
東
京
大
田
区
の
町
工
場
に
つ
い
て
見
る
。
折
か
ら
の
軍
需
で
、
こ
の
界
隈
に
は
機
械
・
金
属

加
工
の
町
工
場
が
蝟
集
し
、
労
働
者
も
五
～
六
倍
に
増
え
た
。
そ
し
て
そ
の
賃
銀
も
目
立
っ
て
改
善
さ
れ
た
。
普
通
の
労
働
者
が
月

収
一
五
〇
～
一
八
〇
円
、
熟
練
工
に
な
る
と
二
七
〇
円
に
も
な
っ
た
。
こ
れ
は
先
述
の
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
同
水
準
で
あ
り
、

小
学
校
の
教
員
や
区
の
職
員
よ
り
も
高
額
に
な
っ
た
の
で
、
彼
ら
か
ら
不
満
の
声
が
あ
が
っ
た
と
い
う
。
彼
ら
の
羽
振
り
の
良
さ
を

示
す
証
言
が
、
小
関
智
弘
『
大
森
界
隈
職
人
往
来
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
町
工
場
の
熟
練
工
た
ち

は
肩
で
風
を
切
っ
て
街
中
を
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
、
昼
日
中
か
ら
芸
者
を
工
場
に
連
れ
込
ん
で
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
を
し
た
、
工
場
近

辺
に
は
百
軒
も
の
料
理
屋
が
で
き
、
二
～
三
〇
〇
人
の
芸
者
が
い
た
と
い
う
。

他
方
、
農
民
の
経
済
状
態
も
改
善
さ
れ
た
と
い
う
。
著
者
は
岡
山
の
自
作
農
上
層
と
新
潟
の
小
作
農
を
紹
介
し
て
い
る
。
岡
山
の

自
作
農
は
田
を
一
町
歩
二
反
、
畑
一
反
二
畝
、
山
林
一
〇
町
歩
を
経
営
し
、
戦
前
の
一
〇
年
間
で
収
入
が
三
倍
増
に
な
り
、
か
な
り

の
蓄
積
が
で
き
た
。
他
方
、
新
潟
の
小
作
農
、
西
山
家
は
水
田
二
町
歩
一
反
を
地
主
か
ら
借
り
て
小
作
経
営
し
て
い
た
。
こ
れ
も
戦

前
の
一
〇
年
間
で
収
入
は
二
倍
半
に
な
り
、
仲
買
商
な
ど
の
稼
ぎ
も
あ
っ
て
、
そ
れ
な
り
の
蓄
え
が
で
き
た
よ
う
だ
と
い
う
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
家
の
跡
取
り
西
山
光
一
は
、
そ
の
日
記
の
な
か
で
「
小
作
農
民
の
惨
め
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
た
」
と
述
べ
て
い
る(8)。

私
は
こ
の
節
を
読
ん
で
だ
い
ぶ
ん
混
乱
し
た
。
岡
山
の
自
作
農
は
か
な
り
の
規
模
の
田
畑
を
経
営
し
、
山
林
か
ら
の
収
入
も
あ

り
、
ゆ
た
か
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
で
も
こ
れ
は
日
本
の
平
均
的
農
民
か
ら
は
程
遠
い
。
他
方
、
新
潟
の
西
山
家
は
、
典

型
的
な
小
作
農
と
み
て
よ
い
の
か
。
小
作
地
の
水
田
二
町
歩
一
反
は
、
平
均
よ
り
か
な
り
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
西
山
家
の
小
作

料
率
が
い
か
ほ
ど
に
な
る
の
か
、
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
西
山
光
一
の
云
う
「
小
作
農
の
惨
め
さ
」
が
い
ま
一
つ
ピ
ン
ト
来
な

い
。
前
述
し
た
が
、
農
民
の
八
四
％
は
一
町
歩
未
満
の
零
細
農
民
だ
と
い
う
が
、
こ
の
貧
農
層
も
ゆ
た
か
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

農
民
の
ゆ
た
か
さ
を
証
明
す
る
も
う
一
つ
の
事
例
は
、
淡
路
島
の
農
民
で
あ
る
。
大
内
力
「
村
に
て
─
農
村
現
地
報
告
」（
一
九

四
三
）
に
よ
れ
ば
淡
路
島
三
原
郡
の
農
民
は
、
自
然
条
件
に
も
地
理
的
条
件
に
も
恵
ま
れ
、
米
と
麦
、
後
に
は
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
、
乳

牛
飼
育
な
ど
で
利
益
を
上
げ
た
と
い
う
。
ど
こ
の
家
も
屋
根
瓦
が
本
葺
き
で
、
長
屋
門
を
も
つ
立
派
な
家
が
多
か
っ
た
と
い
う(9)。
次

に
、
こ
れ
も
農
民
の
ゆ
た
か
さ
を
示
す
事
例
か
、
千
葉
県
我
孫
子
の
農
民
が
紹
介
さ
れ
る(10)。
夫
は
兼
業
農
家
で
近
く
の
工
場
に
勤
め
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)
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れ
が
よ
く
引
用
さ
れ
る
、
西
田
美
昭
・
久
保
保
夫
『
西
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光
一
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』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
）
で
あ
る
。
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に
で
て
い
た
が
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
こ
ろ
か
ら
妻
が
東
京
に
野
菜
行
商
に
出
か
け
、
最
初
は
年
末
一
ヵ
月
だ
け
、
後
に
は
早

春
と
夏
季
に
も
一
ヵ
月
行
商
し
、
か
な
り
の
現
金
収
入
を
得
た
と
い
う
。

右
に
述
べ
た
、
工
場
労
働
者
や
農
民
の
地
位
向
上
と
経
済
状
況
の
改
善
を
、
都
市
中
間
層
は
苦
々
し
く
見
て
い
た
こ
と
が
、
清
沢

冽
『
暗
黒
日
記
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
五
四
）
な
ど
に
基
づ
い
て
語
ら
れ
る
。
闇
商
売
な
ど
で
稼
い
だ
農
民
や
羽
振
り
の
良

く
な
っ
た
職
工
が
、
二
等
車
に
ド
ヤ
ド
ヤ
と
乗
り
込
ん
で
き
た
り
、
馴
染
み
の
大
工
や
植
木
屋
が
、
勝
手
口
で
は
な
く
玄
関
か
ら
入

っ
て
き
た
り
、
女
中
の
な
り
手
が
少
な
く
な
り
、
長
谷
川
如
是
閑
氏
は
七
〇
歳
に
し
て
初
め
て
自
分
で
米
を
炊
い
た
と
か
、
等
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
面
白
い
。
し
か
し
、
中
間
層
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
身
分
秩
序
崩
壊
の
兆
し
と
思
わ
れ
た
ら
し
く
、
や
や
大
袈
裟

に
「
革
命
的
状
況
」
と
表
現
し
た
よ
う
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
前
の
右
に
見
た
庶
民
の
地
位
向
上
は
、
私
に
は
実
に
新
鮮
で
驚
き
で
も
あ
っ
た
し
、
中
間
層
の
危
機
意
識
も
そ
れ
な

り
に
よ
く
分
か
る
。
著
者
が
、
自
信
を
込
め
て
「
今
ま
で
の
歴
史
認
識
に
修
正
を
迫
る
」
と
語
る
、
こ
の
変
化
は
本
当
だ
ろ
う
か
。

私
に
は
い
ま
ひ
と
つ
納
得
で
き
な
か
っ
た
。
著
者
は
、
も
う
少
し
基
本
的
な
事
柄
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
戦
時
下
の
労
働
力
市
場
が
ど
う
な
っ
て
い
た
か
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
青
壮
年
男
子
は
徴
兵
に
取
ら
れ

て
、
生
産
的
労
働
力
は
か
な
り
枯
渇
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
軍
需
工
業
な
ど
現
業
部
門
の
賃
銀
を
押
し
上
げ
た
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
若
い
女
子
労
働
力
も
軍
需
工
場
な
ど
へ
徴
用
に
と
ら
れ
た
た
め
に
、
例
え
ば
、
女
中
の
な
り
手
が
な
く
な
っ
た
と
い

う
現
象
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
。
賃
銀
変
動
は
労
働
力
市
場
の
需
給
関
係
に
規
定
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
も

っ
と
掘
り
下
げ
て
考
究
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

も
う
一
つ
の
疑
問
は
、
右
の
農
民
層
の
富
裕
化
は
普
遍
的
だ
っ
た
の
か
、
で
あ
る
。
淡
路
島
の
農
民
な
ど
、
自
然
条
件
や
地
理
的

条
件
に
恵
ま
れ
た
地
域
の
農
民
が
ゆ
た
か
に
な
っ
た
の
は
、
よ
く
理
解
で
き
る
が
、
地
主
制
の
く
び
き
下
に
あ
る
零
細
小
作
農
民
、

農
民
の
八
〇
％
余
を
占
め
た
零
細
農
民
も
ゆ
た
か
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
作
料
率
の
引
き
下
げ
は
起
こ
っ
た
の
か
、
農
業
以
外

の
就
労
機
会
が
増
え
た
の
か
、
こ
う
い
っ
た
点
を
語
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

Ⅳ
第
三
章
「
戦
後
民
主
主
義
と
高
度
経
済
成
長
の
格
差
・
貧
困
」
で
は
、
冒
頭
で
、
戦
後
に
結
成
さ
れ
た
労
働
組
合
を
リ
ー
ド
し
た

の
は
、
エ
リ
ー
ト
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
、
組
合
は
職
員
と
工
員
と
が
加
入
す
る
混
合
組
合
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
城

山
三
郎
『
官
僚
た
ち
の
夏
』
や
金
子
兜
太
『
語
る
兜
太
』
な
ど
に
依
拠
し
て
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
身
分
制
の
強
か
っ
た
日
立
製
作
所

で
も
、
身
分
制
の
廃
止
、
年
齢
を
重
視
し
た
生
活
給
の
導
入
が
は
か
ら
れ
た
と
い
う
。
敗
戦
と
戦
後
民
主
主
義
の
思
潮
の
お
か
げ

で
、
国
民
の
間
に
身
分
制
的
残
滓
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
賃
銀
格
差
は
ど
う
な
っ
た
か
、
こ
れ
を
示
す
の
が
橋
本
健
二
『
格
差
の
戦
後
史
』（
河
出
書
房
、
二
〇
一
三
）
か
ら
引
用
し

た
表
ú
-1
、
表
ú
-2
で
あ
る(11)。
こ
れ
を
本
稿
に
転
載
す
る
訳
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
要
点
だ
け
を
述
べ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、
こ
の
二
〇
年
間
に
ど
の
階
級
も
平
均
で
一
〇
倍
程
度
の
年
収
増
が
あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
日
本
全
体
の
勤
労
者
が
ゆ
た
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(9
)
大
内
力
作
品
か
ら
の
引
用
で
、
農
家
副
業
と
し
て
の
「
瓶
筒
」
と
は
何
か
。
辞
書
を
引
い
て
も
こ
の
コ
ト
バ
は
見
当
た
ら
な
い
。
Ḽ
記

が
欲
し
い
。
ま
た
、「
牛
舎
を
引
い
て
運
搬
業
を
や
る
」
の
「
牛ギ

ュ
ウ

舎シ
ャ

」
は
、「
牛
車

ギ
ッ
シ
ャ

」
の
間
違
い
か
。

(10
)
出
典
は
増
田
実
『
増
田
実
日
記
』
Ⅲ
（
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

一
九
九
八
）
で
あ
る
。
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に
で
て
い
た
が
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
こ
ろ
か
ら
妻
が
東
京
に
野
菜
行
商
に
出
か
け
、
最
初
は
年
末
一
ヵ
月
だ
け
、
後
に
は
早

春
と
夏
季
に
も
一
ヵ
月
行
商
し
、
か
な
り
の
現
金
収
入
を
得
た
と
い
う
。

右
に
述
べ
た
、
工
場
労
働
者
や
農
民
の
地
位
向
上
と
経
済
状
況
の
改
善
を
、
都
市
中
間
層
は
苦
々
し
く
見
て
い
た
こ
と
が
、
清
沢

冽
『
暗
黒
日
記
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
五
四
）
な
ど
に
基
づ
い
て
語
ら
れ
る
。
闇
商
売
な
ど
で
稼
い
だ
農
民
や
羽
振
り
の
良

く
な
っ
た
職
工
が
、
二
等
車
に
ド
ヤ
ド
ヤ
と
乗
り
込
ん
で
き
た
り
、
馴
染
み
の
大
工
や
植
木
屋
が
、
勝
手
口
で
は
な
く
玄
関
か
ら
入

っ
て
き
た
り
、
女
中
の
な
り
手
が
少
な
く
な
り
、
長
谷
川
如
是
閑
氏
は
七
〇
歳
に
し
て
初
め
て
自
分
で
米
を
炊
い
た
と
か
、
等
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
面
白
い
。
し
か
し
、
中
間
層
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
身
分
秩
序
崩
壊
の
兆
し
と
思
わ
れ
た
ら
し
く
、
や
や
大
袈
裟

に
「
革
命
的
状
況
」
と
表
現
し
た
よ
う
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
前
の
右
に
見
た
庶
民
の
地
位
向
上
は
、
私
に
は
実
に
新
鮮
で
驚
き
で
も
あ
っ
た
し
、
中
間
層
の
危
機
意
識
も
そ
れ
な

り
に
よ
く
分
か
る
。
著
者
が
、
自
信
を
込
め
て
「
今
ま
で
の
歴
史
認
識
に
修
正
を
迫
る
」
と
語
る
、
こ
の
変
化
は
本
当
だ
ろ
う
か
。

私
に
は
い
ま
ひ
と
つ
納
得
で
き
な
か
っ
た
。
著
者
は
、
も
う
少
し
基
本
的
な
事
柄
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
戦
時
下
の
労
働
力
市
場
が
ど
う
な
っ
て
い
た
か
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
青
壮
年
男
子
は
徴
兵
に
取
ら
れ

て
、
生
産
的
労
働
力
は
か
な
り
枯
渇
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
軍
需
工
業
な
ど
現
業
部
門
の
賃
銀
を
押
し
上
げ
た
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
若
い
女
子
労
働
力
も
軍
需
工
場
な
ど
へ
徴
用
に
と
ら
れ
た
た
め
に
、
例
え
ば
、
女
中
の
な
り
手
が
な
く
な
っ
た
と
い

う
現
象
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
。
賃
銀
変
動
は
労
働
力
市
場
の
需
給
関
係
に
規
定
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
も

っ
と
掘
り
下
げ
て
考
究
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

も
う
一
つ
の
疑
問
は
、
右
の
農
民
層
の
富
裕
化
は
普
遍
的
だ
っ
た
の
か
、
で
あ
る
。
淡
路
島
の
農
民
な
ど
、
自
然
条
件
や
地
理
的

条
件
に
恵
ま
れ
た
地
域
の
農
民
が
ゆ
た
か
に
な
っ
た
の
は
、
よ
く
理
解
で
き
る
が
、
地
主
制
の
く
び
き
下
に
あ
る
零
細
小
作
農
民
、

農
民
の
八
〇
％
余
を
占
め
た
零
細
農
民
も
ゆ
た
か
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
作
料
率
の
引
き
下
げ
は
起
こ
っ
た
の
か
、
農
業
以
外

の
就
労
機
会
が
増
え
た
の
か
、
こ
う
い
っ
た
点
を
語
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

Ⅳ
第
三
章
「
戦
後
民
主
主
義
と
高
度
経
済
成
長
の
格
差
・
貧
困
」
で
は
、
冒
頭
で
、
戦
後
に
結
成
さ
れ
た
労
働
組
合
を
リ
ー
ド
し
た

の
は
、
エ
リ
ー
ト
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
、
組
合
は
職
員
と
工
員
と
が
加
入
す
る
混
合
組
合
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
城

山
三
郎
『
官
僚
た
ち
の
夏
』
や
金
子
兜
太
『
語
る
兜
太
』
な
ど
に
依
拠
し
て
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
身
分
制
の
強
か
っ
た
日
立
製
作
所

で
も
、
身
分
制
の
廃
止
、
年
齢
を
重
視
し
た
生
活
給
の
導
入
が
は
か
ら
れ
た
と
い
う
。
敗
戦
と
戦
後
民
主
主
義
の
思
潮
の
お
か
げ

で
、
国
民
の
間
に
身
分
制
的
残
滓
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
賃
銀
格
差
は
ど
う
な
っ
た
か
、
こ
れ
を
示
す
の
が
橋
本
健
二
『
格
差
の
戦
後
史
』（
河
出
書
房
、
二
〇
一
三
）
か
ら
引
用
し

た
表
ú
-1
、
表
ú
-2
で
あ
る(11)。
こ
れ
を
本
稿
に
転
載
す
る
訳
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
要
点
だ
け
を
述
べ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、
こ
の
二
〇
年
間
に
ど
の
階
級
も
平
均
で
一
〇
倍
程
度
の
年
収
増
が
あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
日
本
全
体
の
勤
労
者
が
ゆ
た
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(9
)
大
内
力
作
品
か
ら
の
引
用
で
、
農
家
副
業
と
し
て
の
「
瓶
筒
」
と
は
何
か
。
辞
書
を
引
い
て
も
こ
の
コ
ト
バ
は
見
当
た
ら
な
い
。
Ḽ
記

が
欲
し
い
。
ま
た
、「
牛
舎
を
引
い
て
運
搬
業
を
や
る
」
の
「
牛ギ

ュ
ウ

舎シ
ャ

」
は
、「
牛
車

ギ
ッ
シ
ャ

」
の
間
違
い
か
。

(10
)
出
典
は
増
田
実
『
増
田
実
日
記
』
Ⅲ
（
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

一
九
九
八
）
で
あ
る
。
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か
に
な
っ
た
こ
と
が
判
る
。

第
二
に
、
そ
の
増
加
率
は
よ
り
下
位
の
階
級
ほ
ど
大
き
い
こ
と
。
資
本
家
階
級
は
凡
そ
七
倍
、
新
中
間
階
級
は
八
～
九
倍
だ
が
、

労
働
者
階
級
は
平
均
一
〇
倍
、
自
営
業
主
で
は
一
〇
倍
、
農
民
層
で
は
個
人
収
入
で
は
一
八
倍
、
世
帯
年
収
で
は
一
二
倍
で
あ
る
。

つ
ま
り
格
差
が
縮
小
し
、
所
得
の
平
準
化
が
進
行
し
た
と
見
ら
れ
る
。

第
三
に
、
労
働
者
階
級
内
部
の
変
化
で
は
、
大
企
業
労
働
者
の
賃
銀
増
加
率
は
一
〇
倍
だ
が
、
従
業
員
二
九
人
以
下
の
零
細
企
業

の
労
働
者
の
そ
れ
は
一
一
倍
余
で
あ
る
。
企
業
規
模
間
の
格
差
は
い
く
ぶ
ん
縮
小
し
た
と
云
え
る
。

こ
の
二
〇
年
間
の
変
化
で
と
く
に
目
を
惹
く
の
は
、
農
民
層
の
社
会
的
地
位
の
向
上
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
五
五
年
に
は
新
中
間

階
級
の
三
八
％
、
労
働
者
階
級
の
五
五
％
で
し
か
な
か
っ
た
年
収
が
、
七
五
年
に
は
同
七
〇
％
。
九
八
％
に
ま
で
改
善
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
若
者
の
貧
困
層
に
占
め
る
、
農
民
の
若
者
が
、
五
五
年
に
は
六
三
％
と
群
を
抜
い
て
高
か
っ
た
が
、
七
五
年
に
は
二
四

％
に
激
減
し
た
の
で
あ
る
。

農
民
の
社
会
的
地
位
向
上
と
関
連
し
て
、「
も
の
い
う
農
民
」
の
登
場
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
代
表
は
、
無
着
成
恭
の
「
や
ま
び
こ

学
校
」
の
卒
業
生
、
佐
藤
藤
三
郎
で
あ
る
。
他
に
は
、
星
寛
治
、
斎
藤
た
き
ち
、
木
村
廸
夫
、
そ
し
て
佐
賀
の
山
下
惣
一
な
ど
が
い

る
が
、
か
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
戦
後
の
民
主
主
義
的
学
校
教
育
を
う
け
た
こ
と
、
向
学
心
旺
盛
な
が
ら
親
の
反
対
や
経
済
的
事

情
で
大
学
進
学
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
旺
盛
な
探
求
心
と
行
動
力
で
農
業
や
農
村
の
近
代
化
に
邁
進
し
た
こ
と
、
広
く
社
会
問

題
に
も
発
信
を
続
け
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。「
も
の
い
う
農
民
」
た
ち
が
中
学
を
卒
業
す
る
の
は
だ
い
た
い
一
九
五
〇
年
代
初
め
頃

だ
が
、
ま
だ
高
度
経
済
成
長
は
始
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
農
民
の
大
部
分
は
貧
窮
の
な
か
に
あ
り
、
佐
藤
藤
三
郎
や
山

下
惣
一
の
よ
う
に
優
秀
で
向
学
心
あ
る
青
少
年
で
も
、
大
学
進
学
は
お
ろ
か
、
高
校
進
学
で
す
ら
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。
加
え

て
、
彼
ら
の
親
た
ち
は
「
農
民
に
教
育
は
要
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
の
は
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
以
後
、
高
度
経
済
成
長
の
余
滴
が
庶
民
に
ま
で
及
ん
で
か

ら
の
こ
と
で
あ
る
。
表
ú
-7
に
よ
れ
ば
、
高
校
進
学
率
は
一
九
五
〇
年
が
男
女
平
均
で
四
二
％
だ
っ
た
の
が
、
六
〇
年
に
五
八
％
、

七
〇
年
に
八
二
％
に
達
す
る
。
短
大
を
含
む
大
学
進
学
率
は
、（
五
〇
年
に
は
デ
ー
タ
が
な
く
）
五
五
年
に
一
〇
％
、
六
〇
年
も
一

〇
％
だ
っ
た
も
の
が
、
六
五
年
一
七
％
、
七
〇
年
二
四
％
、
七
五
年
三
八
％
に
達
す
る
。
だ
が
そ
の
後
停
滞
し
、
九
〇
年
に
は
三
六

％
と
ᷮ
か
だ
が
低
下
し
て
い
る
。

一
定
の
学
力
が
あ
り
意
欲
が
あ
れ
ば
、
経
済
的
条
件
に
関
係
な
く
大
学
進
学
で
き
る
、「
大
学
の
大
衆
化
」
が
実
現
し
た
。
経
済

成
長
の
恩
恵
が
庶
民
に
ま
で
及
び
、
子
弟
を
上
級
学
校
へ
進
学
さ
せ
る
余
裕
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
物
価
上
昇
率
と
比
較

し
て
国
立
大
学
の
授
業
料
が
格
安
だ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
。
著
者
も
（
そ
し
て
私
自
身
も
）
経
験
し
た
の
だ
が
、
国
立
大
学
の
授

業
料
は
年
間
一
二
千
円
だ
っ
た
し
、
慶
應
大
学
や
早
稲
田
大
学
で
も
一
九
五
八
年
は
三
万
円
で
あ
っ
た
。
著
者
が
云
う
よ
う
に
、
こ

の
当
時
は
「
国
も
国
民
の
教
育
に
は
や
さ
し
い
時
代
だ
っ
た
。」
の
か
も
し
れ
な
い
。
戦
後
の
民
主
主
義
教
育
と
高
度
経
済
成
長
の

お
蔭
で
、
個
人
の
意
思
と
努
力
で
己
の
人
生
設
計
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
私
も
同
感
で
あ
る
。
自
助
を
支
援
す
る
公
助
が

あ
っ
た
時
代
だ
と
思
う
。

『格差・貧困の社会史』成城・経済研究 第 2ú2 号（2021 年 ú 月）

(11
)
表
ú
-1
「
階
級
別
年
収
格
差
」
で
は
、
資
本
家
階
級
、
新
中
間
階
級
、
労
働
者
階
級
、
自
営
業
主
層
、
農
民
層
の
五
つ
の
階
級
の
、

一
九
五
五
年
と
七
五
年
の
個
人
年
収
額
と
世
帯
年
収
額
が
表
示
さ
れ
る
。
表
ú
-2
は
、
労
働
者
階
級
、
自
営
業
主
層
、
農
民
層
の
他
の

階
級
と
の
相
対
比
較
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
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か
に
な
っ
た
こ
と
が
判
る
。

第
二
に
、
そ
の
増
加
率
は
よ
り
下
位
の
階
級
ほ
ど
大
き
い
こ
と
。
資
本
家
階
級
は
凡
そ
七
倍
、
新
中
間
階
級
は
八
～
九
倍
だ
が
、

労
働
者
階
級
は
平
均
一
〇
倍
、
自
営
業
主
で
は
一
〇
倍
、
農
民
層
で
は
個
人
収
入
で
は
一
八
倍
、
世
帯
年
収
で
は
一
二
倍
で
あ
る
。

つ
ま
り
格
差
が
縮
小
し
、
所
得
の
平
準
化
が
進
行
し
た
と
見
ら
れ
る
。

第
三
に
、
労
働
者
階
級
内
部
の
変
化
で
は
、
大
企
業
労
働
者
の
賃
銀
増
加
率
は
一
〇
倍
だ
が
、
従
業
員
二
九
人
以
下
の
零
細
企
業

の
労
働
者
の
そ
れ
は
一
一
倍
余
で
あ
る
。
企
業
規
模
間
の
格
差
は
い
く
ぶ
ん
縮
小
し
た
と
云
え
る
。

こ
の
二
〇
年
間
の
変
化
で
と
く
に
目
を
惹
く
の
は
、
農
民
層
の
社
会
的
地
位
の
向
上
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
五
五
年
に
は
新
中
間

階
級
の
三
八
％
、
労
働
者
階
級
の
五
五
％
で
し
か
な
か
っ
た
年
収
が
、
七
五
年
に
は
同
七
〇
％
。
九
八
％
に
ま
で
改
善
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
若
者
の
貧
困
層
に
占
め
る
、
農
民
の
若
者
が
、
五
五
年
に
は
六
三
％
と
群
を
抜
い
て
高
か
っ
た
が
、
七
五
年
に
は
二
四

％
に
激
減
し
た
の
で
あ
る
。

農
民
の
社
会
的
地
位
向
上
と
関
連
し
て
、「
も
の
い
う
農
民
」
の
登
場
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
代
表
は
、
無
着
成
恭
の
「
や
ま
び
こ

学
校
」
の
卒
業
生
、
佐
藤
藤
三
郎
で
あ
る
。
他
に
は
、
星
寛
治
、
斎
藤
た
き
ち
、
木
村
廸
夫
、
そ
し
て
佐
賀
の
山
下
惣
一
な
ど
が
い

る
が
、
か
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
戦
後
の
民
主
主
義
的
学
校
教
育
を
う
け
た
こ
と
、
向
学
心
旺
盛
な
が
ら
親
の
反
対
や
経
済
的
事

情
で
大
学
進
学
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
旺
盛
な
探
求
心
と
行
動
力
で
農
業
や
農
村
の
近
代
化
に
邁
進
し
た
こ
と
、
広
く
社
会
問

題
に
も
発
信
を
続
け
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。「
も
の
い
う
農
民
」
た
ち
が
中
学
を
卒
業
す
る
の
は
だ
い
た
い
一
九
五
〇
年
代
初
め
頃

だ
が
、
ま
だ
高
度
経
済
成
長
は
始
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
農
民
の
大
部
分
は
貧
窮
の
な
か
に
あ
り
、
佐
藤
藤
三
郎
や
山

下
惣
一
の
よ
う
に
優
秀
で
向
学
心
あ
る
青
少
年
で
も
、
大
学
進
学
は
お
ろ
か
、
高
校
進
学
で
す
ら
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。
加
え

て
、
彼
ら
の
親
た
ち
は
「
農
民
に
教
育
は
要
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
の
は
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
以
後
、
高
度
経
済
成
長
の
余
滴
が
庶
民
に
ま
で
及
ん
で
か

ら
の
こ
と
で
あ
る
。
表
ú
-7
に
よ
れ
ば
、
高
校
進
学
率
は
一
九
五
〇
年
が
男
女
平
均
で
四
二
％
だ
っ
た
の
が
、
六
〇
年
に
五
八
％
、

七
〇
年
に
八
二
％
に
達
す
る
。
短
大
を
含
む
大
学
進
学
率
は
、（
五
〇
年
に
は
デ
ー
タ
が
な
く
）
五
五
年
に
一
〇
％
、
六
〇
年
も
一

〇
％
だ
っ
た
も
の
が
、
六
五
年
一
七
％
、
七
〇
年
二
四
％
、
七
五
年
三
八
％
に
達
す
る
。
だ
が
そ
の
後
停
滞
し
、
九
〇
年
に
は
三
六

％
と
ᷮ
か
だ
が
低
下
し
て
い
る
。

一
定
の
学
力
が
あ
り
意
欲
が
あ
れ
ば
、
経
済
的
条
件
に
関
係
な
く
大
学
進
学
で
き
る
、「
大
学
の
大
衆
化
」
が
実
現
し
た
。
経
済

成
長
の
恩
恵
が
庶
民
に
ま
で
及
び
、
子
弟
を
上
級
学
校
へ
進
学
さ
せ
る
余
裕
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
物
価
上
昇
率
と
比
較

し
て
国
立
大
学
の
授
業
料
が
格
安
だ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
。
著
者
も
（
そ
し
て
私
自
身
も
）
経
験
し
た
の
だ
が
、
国
立
大
学
の
授

業
料
は
年
間
一
二
千
円
だ
っ
た
し
、
慶
應
大
学
や
早
稲
田
大
学
で
も
一
九
五
八
年
は
三
万
円
で
あ
っ
た
。
著
者
が
云
う
よ
う
に
、
こ

の
当
時
は
「
国
も
国
民
の
教
育
に
は
や
さ
し
い
時
代
だ
っ
た
。」
の
か
も
し
れ
な
い
。
戦
後
の
民
主
主
義
教
育
と
高
度
経
済
成
長
の

お
蔭
で
、
個
人
の
意
思
と
努
力
で
己
の
人
生
設
計
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
私
も
同
感
で
あ
る
。
自
助
を
支
援
す
る
公
助
が

あ
っ
た
時
代
だ
と
思
う
。

『格差・貧困の社会史』成城・経済研究 第 2ú2 号（2021 年 ú 月）

(11
)
表
ú
-1
「
階
級
別
年
収
格
差
」
で
は
、
資
本
家
階
級
、
新
中
間
階
級
、
労
働
者
階
級
、
自
営
業
主
層
、
農
民
層
の
五
つ
の
階
級
の
、

一
九
五
五
年
と
七
五
年
の
個
人
年
収
額
と
世
帯
年
収
額
が
表
示
さ
れ
る
。
表
ú
-2
は
、
労
働
者
階
級
、
自
営
業
主
層
、
農
民
層
の
他
の

階
級
と
の
相
対
比
較
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
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最
後
に
、「
中
卒
・
高
卒
の
生
活
史
」
が
、
新
潟
の
農
村
中
学
校
の
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
卒
業
生
の
軌
跡
を
引
い
て
語
ら

れ
る(12)。
こ
の
三
年
Ｂ
組
の
卒
業
生
は
男
二
五
人
、
女
二
四
人
だ
が
、
全
日
制
高
校
に
進
学
し
た
も
の
一
八
名
、
大
学
進
学
者
は
四
名

で
し
か
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
が
克
明
に
記
さ
れ
る
が
、
全
体
的
な
特
徴
を
云
う
な
ら
、
農
業
に
従
事
し
た
者
は
男
一
名
、
女
二

名
と
少
な
い
。
著
者
は
、
若
者
に
は
「
嫌
農
」、
つ
ま
り
農
業
を
嫌
う
傾
向
が
強
か
っ
た
せ
い
だ
と
い
う
。
男
子
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
会
社
員
に
な
る
も
の
が
目
立
ち
、
女
子
で
は
会
社
員
の
妻
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
高
卒
で
会
社
員
に
な
っ
た
男
子
は
、
必

死
の
頑
張
り
で
そ
れ
な
り
の
地
位
に
つ
き
、
幸
せ
な
家
庭
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
女
子
は
必
ず
し
も
自
分
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
な
か

っ
た
よ
う
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
高
校
進
学
を
希
望
し
な
が
ら
、
親
の
反
対
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
何
人
も
い
る
。
そ
れ
で
も

「
会
社
員
の
妻
に
な
る
」
と
い
う
夢
を
叶
え
た
よ
う
だ
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
県
外
在
住
者
が
一
一
名
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
そ
の
数
は
少
な
い
と
云
う
が
、
二
〇
％
も
の
県
外
在
住

者
は
決
し
て
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
個
別
の
履
歴
を
見
る
と
、
そ
の
多
く
が
高
卒
後
、
大
き
な
夢
を
抱
い
て
東
京
な
ど
に
出
て
懸
命

に
会
社
勤
め
を
し
て
い
る
。
彼
ら
が
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

Ⅴ
本
書
は
大
正
時
代
か
ら
昭
和
中
期
ま
で
、
労
働
者
の
処
遇
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
、
賃
銀
格
差
に
焦
点
を
当
て
て
叙
述

し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
結
論
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
り
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
た
こ
と
、
そ
の
特
徴
は
、

年
功
序
列
、
終
身
雇
用
、
企
業
別
労
働
組
合
、
新
卒
一
括
採
用
な
ど
で
あ
る
こ
と
、
但
し
、
そ
れ
は
学
校
歴
差
別
、
年
齢
差
別
、
男

女
差
別
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
本
書
を
読
ん
で
納
得
し
た
こ
と
の
一
つ
は
、
こ
の
「
学
校
歴
差
別
」
と
い
う
見
方

で
あ
る
。
確
か
に
、
学
歴
差
別
を
も
う
少
し
注
意
深
く
眺
め
れ
ば
、
そ
の
核
に
大
学
に
お
け
る
「
学
校
歴
差
別
」
が
あ
る
。
そ
し
て

本
書
で
は
戦
前
の
階
級
間
の
格
差
が
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
り
か
な
り
の
程
度
解
消
さ
れ
た
と
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
著
者
は
（
私
も
）、
普
通
の
農
家
の
子
ど
も
だ
っ
た
が
、
そ
の
お
蔭
で
高
等
教
育
を
受
け
ら
れ
、
自
分
の
好
き
な
職
業
に
就
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る(1ú)。
著
者
が
序
章
で
記
し
た
「
歴
史
の
消
尽
点
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

本
書
の
長
所
は
、
経
済
史
の
専
門
書
だ
け
で
な
く
、
広
く
文
学
作
品
や
読
み
物
な
ど
を
駆
使
し
て
、
時
代
状
況
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
た
こ
と
で
あ
る
。
小
関
智
弘
『
大
森
界
隈
職
人
往
来
』、
清
沢
冽
『
暗
黒
日
記
』、
安
岡
章
太
郎
『
僕
の
昭
和
史
』、
加
太
こ
う
じ

『
ふ
た
り
の
昭
和
史
』、『
増
田
実
日
記
』
な
ど
か
ら
の
引
用
は
、
た
い
そ
う
面
白
か
っ
た
。

そ
の
上
で
幾
つ
か
注
文
を
云
い
た
い
。
そ
の
一
つ
は
、
注
記
を
設
け
て
欲
し
か
っ
た
。
出
典
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
（

）
付

き
で
略
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
Ḽ
は
な
い
。
講
演
記
録
を
も
と
に
執
筆
し
た
と
い
う
が
、
本
に
す
る
と
き
に
は
内
容
Ḽ
も
欲
し

い
。
次
に
、
年
号
表
記
の
仕
方
が
西
暦
と
元
号
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
こ
の
書
評
で
は
西
暦
（
和
暦
）
と
記
し
た

が
、
こ
の
点
の
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
は
注
記
し
た
が
、
誤
植
・
変
換
ミ
ス
が
目
に
つ
い
た
。
名
言
（
明
言
）、
史
学

（
私
学
）
な
ど
。

最
後
に
内
容
的
な
注
文
を
云
え
ば
、
現
在
の
「
格
差
・
貧
困
」
に
つ
い
て
も
、
も
う
少
し
言
及
し
て
欲
し
か
っ
た
。
一
九
九
三

『格差・貧困の社会史』成城・経済研究 第 2ú2 号（2021 年 ú 月）

(12
)
出
典
は
箕
輪
紀
子
『
新
潟
発

団
塊
の
世
代
史
』（
越
書
房
、
一
九
九
五
）
で
あ
る
。

(1ú
)
著
者
は
、「
こ
う
し
た
枠
組
み
と
条
件
が
あ
っ
て
（
大
学
進
学
）
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
、
私
は
原
体
験
の
あ
る
当
事
者
と
し
て
名

言
し
ま
す
。」（
一
五
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。「
名
言
」
は
「
明
言
」
の
誤
植
だ
と
思
う
。
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最
後
に
、「
中
卒
・
高
卒
の
生
活
史
」
が
、
新
潟
の
農
村
中
学
校
の
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
卒
業
生
の
軌
跡
を
引
い
て
語
ら

れ
る(12)。
こ
の
三
年
Ｂ
組
の
卒
業
生
は
男
二
五
人
、
女
二
四
人
だ
が
、
全
日
制
高
校
に
進
学
し
た
も
の
一
八
名
、
大
学
進
学
者
は
四
名

で
し
か
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
が
克
明
に
記
さ
れ
る
が
、
全
体
的
な
特
徴
を
云
う
な
ら
、
農
業
に
従
事
し
た
者
は
男
一
名
、
女
二

名
と
少
な
い
。
著
者
は
、
若
者
に
は
「
嫌
農
」、
つ
ま
り
農
業
を
嫌
う
傾
向
が
強
か
っ
た
せ
い
だ
と
い
う
。
男
子
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
会
社
員
に
な
る
も
の
が
目
立
ち
、
女
子
で
は
会
社
員
の
妻
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
高
卒
で
会
社
員
に
な
っ
た
男
子
は
、
必

死
の
頑
張
り
で
そ
れ
な
り
の
地
位
に
つ
き
、
幸
せ
な
家
庭
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
女
子
は
必
ず
し
も
自
分
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
な
か

っ
た
よ
う
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
高
校
進
学
を
希
望
し
な
が
ら
、
親
の
反
対
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
何
人
も
い
る
。
そ
れ
で
も

「
会
社
員
の
妻
に
な
る
」
と
い
う
夢
を
叶
え
た
よ
う
だ
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
県
外
在
住
者
が
一
一
名
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
そ
の
数
は
少
な
い
と
云
う
が
、
二
〇
％
も
の
県
外
在
住

者
は
決
し
て
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
個
別
の
履
歴
を
見
る
と
、
そ
の
多
く
が
高
卒
後
、
大
き
な
夢
を
抱
い
て
東
京
な
ど
に
出
て
懸
命

に
会
社
勤
め
を
し
て
い
る
。
彼
ら
が
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

Ⅴ
本
書
は
大
正
時
代
か
ら
昭
和
中
期
ま
で
、
労
働
者
の
処
遇
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
、
賃
銀
格
差
に
焦
点
を
当
て
て
叙
述

し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
結
論
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
り
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
た
こ
と
、
そ
の
特
徴
は
、

年
功
序
列
、
終
身
雇
用
、
企
業
別
労
働
組
合
、
新
卒
一
括
採
用
な
ど
で
あ
る
こ
と
、
但
し
、
そ
れ
は
学
校
歴
差
別
、
年
齢
差
別
、
男

女
差
別
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
本
書
を
読
ん
で
納
得
し
た
こ
と
の
一
つ
は
、
こ
の
「
学
校
歴
差
別
」
と
い
う
見
方

で
あ
る
。
確
か
に
、
学
歴
差
別
を
も
う
少
し
注
意
深
く
眺
め
れ
ば
、
そ
の
核
に
大
学
に
お
け
る
「
学
校
歴
差
別
」
が
あ
る
。
そ
し
て

本
書
で
は
戦
前
の
階
級
間
の
格
差
が
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
り
か
な
り
の
程
度
解
消
さ
れ
た
と
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
著
者
は
（
私
も
）、
普
通
の
農
家
の
子
ど
も
だ
っ
た
が
、
そ
の
お
蔭
で
高
等
教
育
を
受
け
ら
れ
、
自
分
の
好
き
な
職
業
に
就
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る(1ú)。
著
者
が
序
章
で
記
し
た
「
歴
史
の
消
尽
点
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

本
書
の
長
所
は
、
経
済
史
の
専
門
書
だ
け
で
な
く
、
広
く
文
学
作
品
や
読
み
物
な
ど
を
駆
使
し
て
、
時
代
状
況
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
た
こ
と
で
あ
る
。
小
関
智
弘
『
大
森
界
隈
職
人
往
来
』、
清
沢
冽
『
暗
黒
日
記
』、
安
岡
章
太
郎
『
僕
の
昭
和
史
』、
加
太
こ
う
じ

『
ふ
た
り
の
昭
和
史
』、『
増
田
実
日
記
』
な
ど
か
ら
の
引
用
は
、
た
い
そ
う
面
白
か
っ
た
。

そ
の
上
で
幾
つ
か
注
文
を
云
い
た
い
。
そ
の
一
つ
は
、
注
記
を
設
け
て
欲
し
か
っ
た
。
出
典
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
（

）
付

き
で
略
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
Ḽ
は
な
い
。
講
演
記
録
を
も
と
に
執
筆
し
た
と
い
う
が
、
本
に
す
る
と
き
に
は
内
容
Ḽ
も
欲
し

い
。
次
に
、
年
号
表
記
の
仕
方
が
西
暦
と
元
号
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
こ
の
書
評
で
は
西
暦
（
和
暦
）
と
記
し
た

が
、
こ
の
点
の
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
は
注
記
し
た
が
、
誤
植
・
変
換
ミ
ス
が
目
に
つ
い
た
。
名
言
（
明
言
）、
史
学

（
私
学
）
な
ど
。

最
後
に
内
容
的
な
注
文
を
云
え
ば
、
現
在
の
「
格
差
・
貧
困
」
に
つ
い
て
も
、
も
う
少
し
言
及
し
て
欲
し
か
っ
た
。
一
九
九
三

『格差・貧困の社会史』成城・経済研究 第 2ú2 号（2021 年 ú 月）

(12
)
出
典
は
箕
輪
紀
子
『
新
潟
発

団
塊
の
世
代
史
』（
越
書
房
、
一
九
九
五
）
で
あ
る
。

(1ú
)
著
者
は
、「
こ
う
し
た
枠
組
み
と
条
件
が
あ
っ
て
（
大
学
進
学
）
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
、
私
は
原
体
験
の
あ
る
当
事
者
と
し
て
名

言
し
ま
す
。」（
一
五
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。「
名
言
」
は
「
明
言
」
の
誤
植
だ
と
思
う
。

─189(124)──188(125)─



（
平
成
五
）
年
以
降
、
非
正
規
労
働
者
が
増
加
し
、
賃
銀
が
低
く
抑
え
ら
れ
た
結
果
、
い
わ
ゆ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
が
恐
ろ
し
い

勢
い
で
増
え
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
現
在
、
年
収
二
〇
〇
万
円
以
下
の
労
働
者
が
一
六
〇
三
万
人
に
達
し
た
。
経
済
的
な
理
由
で
結

婚
で
き
な
い
若
者
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
現
代
的
貧
困
の
象
徴
で
あ
り
、
日
本
社
会
を
沈
滞
さ
せ
る
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。

社
会
保
障
費
を
負
担
で
き
な
い
非
正
規
・
低
賃
銀
労
働
者
、
反
対
に
生
活
保
護
な
ど
の
受
給
者
が
増
え
る
懸
念
、
経
済
に
と
っ
て
は

大
衆
購
買
力
の
停
滞
・
減
少
な
ど
が
、
現
に
起
き
て
い
る
。
著
者
に
は
こ
の
よ
う
な
「
現
代
的
貧
困
と
格
差
」
を
、
続
編
と
し
て
書

い
て
貰
い
た
い
。

（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
十
四
日

脱
稿
)

（
庄
司
俊
作
著
『
格
差
・
貧
困
の
社
会
史
』
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
出
版

二
〇
二
〇
年

一
七
九
頁

二
〇
〇
〇
円
＋
税
)

『格差・貧困の社会史』

─187(126)─




